
2023 年度 学校法人東京滋慶学園 埼玉福祉保育医療専門学校 

学校関係者評価委員会 議事録 

 

日 時  2023年 6月 21日（水） 9：00～10:43(実会議時間) 
                 

会 場  埼玉福祉保育医療製菓調理専門学校 第１校舎基礎実習室 

 
参加者     【埼玉福祉保育医療製菓調理専門学校委員】 

・卒業生代表 溝上俊亮 様  ・保護者代表 池田珠紀 様 
・地域代表 山田雄俊 様   ・業界代表 島村和宏 様  
・業界代表 内田三千則 様  ・高校関係者 松本 明 様 
 
【埼玉福祉保育医療専門学校事務局】 
・学校長 青木猛正 ・事務局長 結城健二 ・教務部長代理 北村健明 
・介護・言語学部 学部長 奥山裕太 ・保育・社会福祉学部 学部長 村田和也 
・キャリアセンター、学生サービスセンター センター長 石岡真典 
・広報センター 副センター長 鈴木朋 

                          
次 第     １．配布物確認、開会の言葉 
         

２．学校長 挨拶 
 
３．委員紹介 
 

        ４．2022年度自己点検・評価内容についての説明・質疑応答 
          質疑応答、評価シートへの記入 
 
        ５．謝辞                             

                                              

内 容     １．配布物確認、開会の言葉  事務局長：結城 健二 

 １８歳人口が減少する中、より良い学校、良い教育を創るために、皆様と連携し

ながら、学校を作るための会としたいと考えています。          

          自己点検表をご確認いただきながら、様々な意見をいただければと思います。 

 

２．学校長挨拶 学校長：青木 猛正 

          2023 年４月より統合となり、埼玉福祉保育医療製菓調理専門学校となりました。 

          当校は時代の変化に伴う職業人教育を行う教育機関であり、実学教育・人間教育・

国際教育と４つの信頼を基盤として学校運営を進めていきます。また、高専連携

にも取組み、各種業界を知っていただくための活動に積極的に取り組み、多くの

方に仕事のすばらしさを伝える事にも取り組んでいきます。本日は、様々な視点

から忌憚のない意見をいただき、学校の今後の展開に活かしていきたいと思いま

すので、本日はどうぞよろしくお願いいたします。 

 

        ３．委員紹介 

          ・委員のみなさまより一言あいさつ 

            

           卒業生代表 溝上俊亮 様  保護者代表 池田珠紀 様 
地域代表 山田雄俊 様   業界代表 島村和宏 様  



業界代表 内田三千則 様  高校関係者 松本 明 様 
 

・事務局より自己紹介 
教務部長代理 北村健明 
介護・言語学部 学部長 奥山裕太   
保育・社会福祉学部 学部長 村田和也 
キャリアセンター、学生サービスセンター センター長 石岡真典 
広報センター 副センター長 鈴木朋 

 
 
４．2022年度自己点検・評価内容についての説明・質疑応答 

 

１.教育理念・目的・育成人材像 

・卒業生代表 溝上様 

卒業生、同窓会としても他校よりも、力を入れて行っていただいていると 

感じている 

 

２．学校運営 

・業界代表 島村様 

学校も保育園と同様に入学者募集のために費用を投じていかなければならない側面

もあるが、教育の質を上げなけれ、学生満足度があがらず、学生募集にもつながら

ないと感じている。教育、学生募集を両輪に事業を進めようとする姿勢に共感でき

る。 

  

・卒業生代表 溝上様 

２校が統合されるメリット・デメリットはありますか？ 

結城：メリットは他分野が複合してあることで、学びの特徴を持たせられること。 

特に言語聴覚士科においては、様々なコラボレーションの可能性を秘めて 

いる。デメリットは、学校名が長い。変更により『埼玉福祉』という今まで

培ってきたのブランド力が下がったのではないかと心配している。 

 

３．教育活動 

・保護者代表 池田様 

実際に娘が学んでいる内容がわかり、卒業後も安心できると実感しました。 

自宅でもエンゼルキッズの取り組みについて話をする機会がある 

         

・卒業生代表 溝上様 

学生への支援をすごく考えられている、先生たちにも寄り添った評価をしていただ

ければと思いました。 

 

４．教育成果 

        ・業界代表 島村様 

退学率など、どこかに公表されたりしているのですか？ 

         また実習などの経験から退学に繋がることは改善できているか？ 

         早期離職者の動向はどうか？ 



北村：退学者等、学校の教育については HP にて情報公開を行っている。また、学

園全体でも共有をして、改善に向けて取り組んでいる。 

 

実習など経験が退学につながるという点においては、想像していた職業と違

うといった理由での退学者は減っている。実習前後の教育に力を入れると共

に業界（実習指導者）との連携をし、話し合いの場を設けたりしながら、取

り組んできた結果、2022 年は実習中止者０名という結果に繋がった 

  

 

石岡：卒後教育等の成果により、離職者は３％で推移しており、早期離職について 

は、ここ数年しっかりと押さえられてきている。 

 

５．学生支援 

・保護者代表 池田様 

先生方からのサポートをいただいていることを娘からもよく聞いている 

 

・卒業生代表 溝上様 

介護も業界からの学費の支援などをしていただけるように学校から働きかけてみ 

てはどうか？ 

 

石岡 学校としても人材確保の観点から、キャリアセンターを中心に約２０施設等 

確保している。業界のみなさまにおいても、１法人のみならず、複数でご参

加いただく仕組みをお考えいただくととても助かります。留学生はその仕組

みができている。 

 

６．学生の募集と受入れ 

・卒業生代表 溝上様 

下の子供が、言語聴覚士になりたいといったときに、高等学校の先生には大学を勧 

められた。高校の先生の情報が昔のままである。大学と専門学校の違いを明確にし、

実践力を身に付けられることをもっとアピールしても良いのではないでしょうか？ 

 

７．財務 

・意見等とくになし 

 

８．法令遵守 

・意見等とくになし 

 

９．社会貢献、10．国際交流 

・保護者代表 池田様 

娘がこの学校に入学してよかったと思った 

 



・地域代表 山田様 

住みたい街ランキングで大宮は第３位となりました。 

今後も上位を目指して仲町も取り組んでいきますので、よろしくお願いいたします 

         学校においても、様々な行事等にご参加いただければと思います。 

 

・業界代表 島村様 

経営者としても業界としても勉強になりました。業界や地域との取り組みに関して

素晴らしいと感じた。ずっと存続できる学校づくりを目指して欲しい 

 

11．教育環境（校舎見学） 

         校舎見学（案内：村田） 

 


